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４ 論文の概要 

 本研究の目的は，日本の小学校で行われる英語の授業中の会話がどのように組織されているか

を分析することである。そして，その分析結果に基づき，小学校の英語教育の質を向上するため

の方策に関して，教育的示唆を提示することにある。日本における小学校英語教育は規模が拡大
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しつつある一方，教室での授業の実態を探ることが求められている。特に，より効果的な教育環

境について考察するためには，教室の中で英語がどのように学ばれているのかを調査する必要が

ある。そのためには，教員と児童が授業中の活動において，どのようにコミュニケーションして

いるかを調査することが重要である。こうした考えに基づき，本研究では，小学校の英語の授業

における教員と児童の間で行われる会話を研究手法として会話分析の方法を用いて調査している。

会話分析による研究は，会話を通じた人間同士のやり取りを，会話の参加者がその目的を達成す

るためにどのように振る舞うかという観点から分析することを目指している。そのため，会話当

事者の視点に立つことで，なぜ話者がある発話を特定のタイミングで行ったのかを，そのやり取

りにおける話者の目的と関連付けて理解することが可能となる。 

 本論文は，９章から構成されている。以下に各章の概要を記す。 

第一章は本論文の序論として，日本の小学校英語教育の現状と，その政策的および教育的な課

題について述べている。本章は，児童と教員が教室内会話にどのように参加しているかを理解す

ることが，小学校の英語コミュニケーション活動を改善する方法を考える上で，重要な第一歩に

なることを論じている。 

 第二章では，日本の小学校英語教育の歴史的な背景および現状を概観した上で，第二言語習得

に関する理論的な研究をはじめ，日本国内や若年学習者による第二言語習得に関しての先行研究

を論じている。後半では，本研究で用いる研究手法である会話分析の先行研究についても概観し

ている。 

 第三章では，第二章までの議論を踏まえ，本研究の目的と研究方法について説明している。ま

た，研究の目的を達成するための研究上の問いも提示している。研究方法については，データの

収集および分析のプロセスを概説している。最後に，本研究で用いる分析の観点を要約している。 

 第四章から第七章では，教室内会話データの分析結果を提示している。第四章は全域的構造組

織を扱う。全域的構造組織は，制度的場面における会話に特徴的な構造組織である。本研究では，

小学校英語の授業の全域的構造組織に関して，授業内の活動をその参加者の行為や会話の題材に

基づいて分類することによって，検討している。 

 第五章は順番交替の組織に焦点を当てている。順番交替の組織は，会話の参加者たちの間で発

話の順番がどのように交替されるかを表す。本章では，第四章で分類した各活動の中で行われる

会話を順番交替の組織の観点から分析している。 

 第六章では，連鎖組織を分析している。会話内では，発話順番が連なることで連鎖を形成する。

会話分析において連鎖組織の分析とは，そうした連鎖の中で会話の当事者たちの発話を通じてど

のような行為がなされているかを明らかにするものである。本章では，教員による指示や合図と

それに対する児童の反応によって構成される連鎖組織に焦点を当て，どのように構造化されてい

るかを説明している。 

 第七章は修復の組織に関する章である。修復の組織の分析は，会話内で起こるトラブルに焦点

を当て，その修復がどのように行われるかを描き出すことを目的とする。本章では，どのような

トラブルが観察されるのかということと，そうしたトラブルが会話の参加者たちによってどのよ

うに扱われるのかを分析している。 

 第八章では，分析結果を踏まえた考察をしている。最初に，第四章から第七章の分析結果を要

約している。次に，第二言語教育と関連付けて考察した授業内会話の特徴についての利点や改善
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点に基づき，教育的示唆を議論している。また本章は，本研究の限界と今後の研究の方向性につ

いても述べている。 

 第九章は，本論文の結論として，本研究の分析と考察を要約している。論文全体の内容を総括

した上で，第二言語習得研究の分野および会話分析を用いた研究分野における本研究の意義を論

じている。 

                       

５ 論文の特質 

日本で小学校に英語教育が導入されてから 10 年になるが，小学校英語教育に関しての研究はま

だ限られている。その限られた研究の多くが，生徒の情意面や指導方法に関するものであり，比

較的小規模な研究がほとんどであった。これらの研究は，第二言語習得や若年英語教育のごく断

片的な面しか論じておらず，学びの根底となる実際の英語の授業の中で，どのようなコミュニケ

ーションが生徒間，もしくは，教師と生徒の間において行われているかを調査した研究は今まで

なかった。本研究では，授業における会話の特質を分析し，どのように授業の会話が組織化され

ているかを明らかにしており，小学校における英語の授業の実態を明確にしている。この点にお

いて非常に貴重な研究であると言える。 

また，本論文では，会話分析という手法を研究方法として使用している点も斬新である。会話

分析は，学校というコンテクストの中における授業内会話を分析するのに使われてきたが，日本

の小学校における英語授業において，会話分析を研究手法として使用した研究は今までほとんど

ないと言ってよい。また，会話分析という手法を使いつつ，理論的枠組みとして第二言語習得理

論の社会文化的見解を取り入れ分析している点もこの論文の特質となっている。 

                                                                               

６ 論文の評価 

本論文の研究手法とした会話分析では，全域的構造組織(structural organization)，順番交替

(turn-taking organization)，連鎖組織(sequence organization)，修復の組織(repair 

organization)の観点から小学校の教室内会話を網羅的に分析している。その結果，すべての観点

において教師主導型の授業であることが分かった。これは，単語や文法，もしくは表現をシラバ

スの予定通り教えるという点においては，授業の目的を達成することになるので，問題がない指

導方法である。しかし，本来の目的である生徒のコミュニケーション能力を育てる生徒主導のイ

ンタラクションがある授業ではないことが判明した。  

 本研究では，4年にわたり，3つの小学校で行われた英語の授業を録音した膨大なデータを文字

化し，会話分析を行っている。これほど膨大なデータに基づき日本の小学校の英語の授業におけ

るコミュニケーション活動を会話分析の手法を用いて調査した研究は，今までにほとんど発表さ

れていない。また，日本の小学校における英語の授業がコミュニケーション能力を育成するとい

う学習指導要領に記されている目的を充分に果たしていないことが明らかになったことの意義は

大きい。また，第二言語習得の社会文化的見地から，授業改善の方策として，corrective feedback

の与え方に加え，順番交替や修復構造のあり方などを提案しており，今後の小学校英語教育の改

善に大きく貢献できる論文であると評価した。 
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７ 論文の判定 

本学位請求論文は，国際日本学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたもので

あり，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格したの

で，博士（国際日本学）の学位を授与するに値するものと判定する。 

以 上 


